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C－58 大和高原都祁村における皺服と生活（第^報）
奈良々大家政　o奥平正代　中川草苗　片ム陽次郎

　ｇ的　現代社心べおいてl3. 都市的な>Lﾗi一様式やi.活熊凛￥。広く集村･･t!;成にま鳥m

iμ､ばして口i.　しヵヽし野外踏査の維果カペ都邪村においてia、戦後の新生そ運動<n

中で生れ↑１”ム､ヽトAダ£省こ祐という楕神にのっと、I'M範ぜあ仁今日でも、衣服

に対して拘束力■?.ij -7ものが含I れる。都市イロほヒんど見られない冴れこっの点服規範に

対して、村の人nが｀ビ。Jt りぺ考七ているのかなぞ、それらの規範び守り続けられべい

るの･･｀を解明寸るj-.めにずンヶ-ト翼査=を行。すて。
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判的意見之持っﾉ、ば、都市。/、々。衣服に対してあこダれの気特ち£持･つ希昇脊船べの
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